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おもいに支えられて 

校長 野口 直樹 

今年は、3 年ぶりに、行動制限のない夏休みでした。日本各地で、コロナ禍前に実施されて

いた行事が実施されました。本校でも、箱根への夏季学園が 3 年ぶりに実施されました。ま

た、イングリッシュキャンプや港区赤坂支所主催の郡上市交流も実施することができました。

参加をした子どもたちは、郡上市や沖縄で貴重な体験活動を行うことができました。 
 これらの行事を実施するにあたり、多くの人の熱いおもいがそこにはあったと私は感じて

おります。それは、子どもたちに、体験をさせたい、楽しい思い出をつくらせたい、行事自

体を未来に継承をしていきたいとの強いおもいです。 
 夏季学園の実施時期は、感染者数が大きく増加している時期でした。子どもたちが、安全

に楽しく過ごすことができるように、担任や付き添いで参加してくれた先生・宿舎の皆さん、

バスガイドさんまで、子どもたちの健康や安全に心を砕いてくださいました。また、当日ま

で子どもたちの健康管理をしてくださった保護者の皆様、ありがとうございました。 
私が、団長として参加させていただいた郡上市交流事業実施時期も、感染者数はまだ増加

しているときでした。運営を担った赤坂支所の職員の皆さんは、年度当初より安全に楽しく

実施するために各所と調整、調査を行ってくれていました。また、私も同行した現地踏査で

は、地元の市職員・教育委員会・民泊に協力してくださる皆さんの今年こそ青山の子どもた

ちを迎え入れたいとのおもいも強く感じました。 
実際に行われた郡上市の交流事業では、下駄づくり、民泊、ラフティング、郡上踊り講習

会、全て無事に実施することができました。役員で参加してくださった、青山地区委員の勝

山さん・赤坂地区委員の福山さん、青山小・赤坂小・青南小の岡田先生・鶴川先生・渡邉先

生、赤坂支所の職員の皆さんは、民泊している子どもたちに何かあったときには、すぐに動

けるよう夜遅くまで、宿舎で待機していてくれました。 
私がかかわったこれらの行事は、このコロナ禍であっても行事を絶対に成功させたい、子

どもたちに楽しい思い出をつくらせたい、という子どもたちにかかわる大人のおもいにあふ

れていました。 
これら行事が行えるようになってきたのは、大人たちのおもいがあったからだけではあり

ません。この 3 年間、突然の変更・中止・行動制限に対してひたむきに頑張ってきた子ども

たちの姿があることを忘れてはいけません。いみじくも、この夏の甲子園大会で優勝した仙

台育英高校の須江監督がインタビューの中で言っています。（その話は、記者から高校 3 年生

にかけたい言葉はと問われ「青春って、すごく密なので。」と話し話題になりました。）その

中で、この監督さんは、この 3 年間、日本中の子どもたちが、制限される中で懸命に、でき

ることを諦めずにやってきた努力があり、甲子園が実施できた、そして、たまたま、自分た

ちが優勝できた。日本中の高校生が頑張ってきたからだ、ということを言っています。この

ことは、青南小学校の子どもたちにも当てはまることだと思います。 
 感染症との付き合いは、もう暫らく続きそうです。「学校が新学期を迎え感染者数が多くな

るのでは」といった報道もされています。学校では、引き続き安全に子どもたちが過ごせる

よう力を尽くしてまいります。ご家庭でもお子様の体調管理に関してご協力くださいますよ

うお願いします。 
 ともあれ、子どもたちの頑張りとそれを支えようとする大人の熱いおもいで、2 学期もで

きうる限り子どもたちにたくさんの学びの場を提供できるよう取り組んでまいります。 
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